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こ
と
を
基
本
と
し
て
検
討
を
進

め
、
平
成
34
年
度
ま
で
の
建

設
、
運
営
開
始
を
目
指
す
。

議
員
　
施
設
入
居
者
も
自
由
に

外
出
で
き
る
よ
う
、
移
動
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
対

象
範
囲
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

健
康
福
祉
部
長
　
一
時
帰
省
な

ど
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
、
弾
力
的
な
運
用
を
図
っ
て

い
る
が
、
国
の
動
向
も
把
握
し

引
き
続
き
検
討
す
る
。

議
員
　
民
間
団
体
が
相
談
事
業

を
通
じ
て
、
発
達
に
課
題
の
あ

る
子
を
持
つ
保
護
者
に
安
心
と

希
望
を
与
え
て
い
る
。
貴
重
な

社
会
的
資
源
で
あ
る
民
間
団
体

を
育
て
、
支
援
す
べ
き
だ
。

市
長
　
地
域
活
動
を
し
て
い
る

民
間
団
体
は
協
働
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
重
要
だ
。
財
政
的
支

援
や
活
動
の
場
の
確
保
等
、
必

要
な
支
援
に
努
め
た
い
。

市
長
　
特
定
健
診
の
未
受
診
者

は
、
高
血
圧
症
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
の
併
存
割
合
が
高
い
。

健
診
の
受
診
勧
奨
と
受
診
者
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
拡
充
に
努
め
る
。

議
員
　
若
い
頃
か
ら
の
運
動
習

慣
が
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ

な
が
る
。
平
成
29
年
４
月
に
開

設
す
る
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
民
間

施
設
と
ど
の
よ
う
な
差
別
化
を

図
り
、
若
い
世
代
も
含
め
た
利

用
者
を
増
や
し
て
い
く
の
か
。

市
長
　
夜
間
、
週
末
、
短
期
間

の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
き
め
細
か
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の

き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
く
。

議
員
　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら

テ
イ
に
つ
い
て
は
、
調
布
基
地

跡
地
へ
の
施
設
整
備
で
検
討
す

べ
き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
65
歳
で
障
が
い
福
祉
か

ら
介
護
保
険
に
移
行
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
な
ど
の
混
乱
が
生
じ
て
い

る
。
当
事
者
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
な
対
応
と
連
携
が
重
要
だ
。

市
長
　
介
護
保
険
優
先
の
原
則

が
あ
り
、
利
用
者
負
担
が
発
生

す
る
な
ど
の
課
題
を
認
識
し
て

い
る
。
よ
り
円
滑
な
移
行
に
向

け
、
丁
寧
な
説
明
と
相
互
に
連

携
し
た
支
援
に
努
め
る
。

議
員
　
調
布
基
地
跡
地
に
府
中

市
、
調
布
市
と
３
市
共
同
で
障

が
い
者
福
祉
施
設
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
方
向
性
及
び

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

市
長
　
民
間
参
入
が
難
し
い
重

症
心
身
障
が
い
者
な
ど
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

議
員
　
長
寿
社
会
の
中
で
、
健

康
寿
命
を
い
か
に
伸
ば
し
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
だ
。
本
市

の
医
療
費
削
減
に
向
け
た
分
析

に
つ
い
て
、
所
見
を
伺
う
。

寧
に
対
応
を
し
て
い
る
。
今
後

も
都
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

密
に
図
り
つ
つ
支
援
や
相
談
に

対
応
し
、
早
期
発
見
に
つ
な
が

る
啓
発
等
に
も
努
め
て
い
く
。

校
や
第
三
中
学
校
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
。
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
　
全
市
的
な
将
来
推
計

の
見
直
し
を
進
め
、
通
学
区
域

の
変
更
を
中
心
に
、
総
合
的
な

視
点
で
対
応
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
現
状
の
計
画
で
は
地
域

の
環
境
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

す
。
今
後
も
住
民
目
線
で
事
業

者
と
協
議
を
続
け
る
べ
き
だ
。

市
長
　
で
き
る
限
り
協
働
の
関

係
で
、
事
業
者
と
の
き
め
細
か

い
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
Ｃ
地
区
は
市
内
事
業
者

等
の
操
業
環
境
支
援
の
た
め
の

事
業
用
地
の
確
保
を
図
る
地
区

で
、
関
心
を
持
つ
市
内
事
業
者

も
多
い
。
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
先
行

す
る
が
、
平
成
30
年
度
中
に
売

却
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

議
員
　
Ｃ
地
区
に
関
し
て
は
、

「
も
の
づ
く
り
」事
業
者
が
中
心

と
な
る
の
か
、
所
見
を
伺
う
。

第
二
副
市
長
　
も
の
づ
く
り
を

中
心
に
、
市
内
の
事
業
者
に
有

効
に
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

ス
テ
イ
の
整
備
が
急
務
だ
。

健
康
福
祉
部
長
　
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
整
備
は
重
要
な
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
シ
ョ
ー
ト
ス

較
し
て
介
護
負
担
や
経
済
的
損

失
、
精
神
的
負
担
が
大
き
い
た

め
、
啓
発
や
早
期
対
応
、
支
援

体
制
の
充
実
が
重
要
だ
。

市
長
　
個
々
の
状
態
に
応
じ
丁

議
員
　
日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作

所
跡
地
の
売
却
で
大
規
模
な
土

地
利
用
転
換
が
進
ん
で
い
る
。

跡
地
の
約
45
％
を
占
め
る
北
側

の
Ａ
地
区
に
、
事
業
者
か
ら
大

規
模
土
地
利
用
構
想
の
届
け
出

が
提
出
さ
れ
た
。内
容
を
伺
う
。

市
長
　
届
け
出
の
内
容
は
、
共

同
住
宅
が
680
戸
、
高
齢
者
向
け

住
宅
が
114
戸
、
子
育
て
支
援
施

設
、
店
舗
等
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
Ａ
地
区
の
土
地
利
用
方

針
に
は
、
業
務
施
設
等
の
誘
致

や
高
齢
者
向
け
住
宅
等
を
含
む

住
宅
を
中
心
と
し
た
良
好
な
市

街
地
の
形
成
を
図
る
地
区
と
あ

る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
と
高
齢
者
向

け
住
宅
を
合
わ
せ
て
500
戸
程
度

が
妥
当
だ
と
考
え
る
。
今
後
の

土
地
利
用
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長
　
住
居
系
の
用
途
地
域
等

へ
の
変
更
及
び
地
区
計
画
を
変

更
し
、
周
辺
環
境
へ
配
慮
し
た

事
項
を
定
め
、
子
育
て
支
援
施

設
な
ど
の
設
置
も
協
議
す
る
。

議
員
　
Ａ
地
区
で
の
大
型
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
設
は
、
高
山
小
学

議
員　
障
が
い
者
の
親
亡
き
後

の
住
ま
い
と
し
て
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
及
び
親
の
レ
ス
パ
イ
ト

（
休
息
）
の
た
め
の
シ
ョ
ー
ト

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置

に
向
け
て
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員
　
認
知
症
支
援
に
お
い
て

は
、
家
族
等
の
負
担
に
も
適
切

に
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族

へ
の
支
援
の
あ
り
方
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
地
域

支
援
推
進
員
を
配
置
し
、
相
談

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
今
後

も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
一
層
の
充
実
を
図
る
。

議
員
　
認
知
症
に
対
す
る
偏
見

や
先
入
観
は
社
会
の
中
で
い
ま

だ
根
強
い
。
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活

動
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
毎
年
、
認
知

症
啓
発
に
関
す
る
市
民
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

議
員
　
65
歳
未
満
の
若
年
性
認

知
症
は
、
老
年
期
認
知
症
と
比

に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
地
域
と

連
携
し
て
推
進
し
た
い
。

議
員
　
町
会
・
自
治
会
等
で
組

織
さ
れ
て
い
な
い
隣
近
所
の
防

災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
も
、

喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

市
長
　
様
々
な
活
動
を
し
て
い

る
市
民
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
、
災

害
時
の
共
助
に
生
か
せ
る
よ
う

な
学
習
機
会
を
拡
充
し
た
い
。

議
員　
市
民
自
ら
が
積
極
的
に

災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

食
料
等
の
備
蓄
の
必
要
性
を
強

く
市
民
に
啓
発
し
て
ほ
し
い
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
日
常
食

べ
て
い
る
も
の
を
多
め
に
購
入

し
て
お
く
な
ど
、
効
率
的
で
継

続
で
き
る
対
策
を
、
防
災
出
前

講
座
等
で
広
げ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
や
認
知
症
は
、
誰
も

が
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
身
近

な
病
気
で
あ
る
。
認
知
症
施
策

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
本
市

の
認
知
症
高
齢
者
の
推
定
値
を

把
握
し
て
お
く
べ
き
だ
。

市
長
　
厚
生
労
働
省
の
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
で
は
、
平

成
24
年
で
65
歳
以
上
高
齢
者
の

７
人
に
１
人
が
認
知
症
と
推
測

さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
同
程
度

の
割
合
と
推
測
し
て
い
る
。

議
員
　
認
知
症
施
策
は
、
容
体

の
変
化
に
応
じ
て
適
時
適
切
に

支
援
す
る
仕
組
み
が
大
事
だ
。

更
な
る
早
期
発
見
・
早
期
診
断

体
制
の
整
備
や
関
係
機
関
と
の

連
携
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
杏
林
大
学
医
学
部
付
属

病
院
と
の
認
知
症
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
チ
ー
ム
派
遣
事
業
の
効
果
等

を
踏
ま
え
、
国
が
示
す
認
知
症

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
避

難
所
の
不
足
か
ら
、
高
齢
者
で

も
在
宅
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
人
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
。
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

の
作
成
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長
　

平
成
28
年
度
の
名
簿
登
載
者
は

１
万
９
千
686
人
で
あ
り
、
協
力

団
体
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
　
要
支
援
者
の
安
否
確
認

や
避
難
誘
導
に
お
け
る
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
関
係
団

体
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

危
機
管
理
担
当
部
長
　
関
係
機

関
・
団
体
の
役
割
分
担
の
検
討

と
、
市
民
と
の
日
頃
か
ら
の
関

わ
り
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

議
員
　
夜
間
の
発
災
を
心
配
す

る
声
も
多
い
。
夜
間
防
災
訓
練

他
校
の
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

教
育
長
　
生
徒
の
安
全
面
や
移

動
時
間
、費
用
等
も
勘
案
し
、体

験
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

議
員
　
地
震
が
起
き
た
時
、
そ

れ
に
続
い
て
再
度
の
地
震
、
火

山
の
噴
火
、
風
水
害
な
ど
の

「
複
合
災
害
」
が
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
は
じ
め
の
被
害

を
極
力
防
ぐ
こ
と
が
次
の
災
害

へ
の
備
え
に
つ
な
が
る
た
め
、

複
合
災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓

練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　
様
々
な
複
合
災
害
が
起

こ
り
得
る
前
提
で
、
首
都
直
下

地
震
等
を
想
定
し
た
訓
練
を
強

化
し
、
対
応
力
を
強
め
た
い
。

議
員
　
複
合
災
害
は
広
範
囲
に

議
員
　
中
学
校
の
部
活
動
は
生

徒
の
自
主
性
・
社
会
性
を
育
み
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
築
く
と
と

も
に
、個
性
・
能
力
の
伸
長
、健

康
促
進
な
ど
、子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
部

活
動
の
教
育
的
意
義
を
伺
う
。

教
育
長
　
生
徒
の
健
全
育
成
を

は
じ
め
、
望
ま
し
い
人
間
関
係

の
育
成
、
体
力
の
向
上
や
責
任

感
・
連
帯
感
の
か
ん
養
な
ど
、多

岐
に
わ
た
る
教
育
的
意
義
の
あ

る
活
動
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
現
行
の
学
習
指
導
要
領

で
は
、
部
活
動
は
教
育
課
程
と

の
関
連
が
図
ら
れ
る
よ
う
留
意

す
る
こ
と
と
あ
る
。
中
学
校
の

部
活
動
を
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
２
に
明
確
に
位
置
付
け
る
べ

き
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
教

育
の
理
念
、
目
指
す
べ
き
基
本

的
な
構
想
を
示
し
て
お
り
、
具

体
的
な
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
の
基
本
方
針

と
事
業
計
画
の
中
で
明
確
に
示

す
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
市
は
希
望
す
る
部
活
動

の
有
無
等
に
配
慮
し
た
越
境
入

学
を
認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

既
存
部
活
動
の
存
続
を
担
保
す

る
必
要
が
あ
る
。対
策
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
そ
の
種
目
の
指
導

者
と
な
る
教
員
の
人
事
配
置
に

努
め
る
と
と
も
に
、
外
部
指
導

員
の
活
用
促
進
な
ど
継
続
的
な

指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
生
徒
や
教
員
等
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
は
、
部
活
動
の

休
養
日
を
確
保
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
生
徒
の
多
面
的
な
能

力
の
育
成
や
教
員
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
も
、
適
切
な
休

養
日
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
現
在
、
就
学
援
助
制
度

に
部
活
動
費
を
入
れ
て
い
る
自

治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
低
所

得
者
へ
の
経
済
的
な
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

教
育
長
　
低
所
得
者
へ
の
部
活

動
費
の
支
援
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
小
俣
　
美
惠
子
　
議
員

複
合
災
害
へ
の
着
実
な
備
え
で

市
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
れ

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

部
活
動
の
更
な
る
充
実
と
発
展
で

豊
か
で
実
り
あ
る
中
学
校
生
活
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
宍
戸
　
治
重
　
議
員

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
が

続
け
ら
れ
る
認
知
症
施
策
を

　
公
明
党
　
粕
谷
　
　
稔
　
議
員

健
康
寿
命
延
伸
都
市

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
三
鷹
を
目
指
せ

公
明
党
　
大
倉
　
あ
き
子
　
議
員

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
た

障
が
い
者
施
策
の
充
実
を

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
イ
メ
ー
ジ
）

（
６
面
へ
続
く
）

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
石
井
　
良
司
　
議
員

日
本
無
線
㈱
三
鷹
製
作
所
跡
地
の

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
を
問
う


